
 

 

     

                                   生徒指導主事 松浦 克也 

   ４月、少し緊張しながらも、新しい学習や活動に前向きに頑張ろうとする子どもの姿を様々な場面で見る

ことができました。校長先生から、新学期のスタートに当たって、「目を見て笑顔で自分から挨拶できる子

100％に」というお話がありました。現在、運営委員会を中心に、「あいさつ運動」に取り組んだり、登校指

導の際に地域の旗当番の方々への挨拶の指導をしたりしています。これらの活動を通して、湯山っ子の挨拶

の声も少しずつ大きくなってきました。登下校中、目を見て挨拶ができる子、廊下ですれ違うときに会釈が

できる子も増えてきていることを感じています。また、挨拶だけでなく、廊下の右側歩行、靴や雨の日の傘

の整頓などについても引き続き全校で取り組んでいきます。これらの生活習慣が整うと、学校の雰囲気も良

くなってきます。気持ちの良い学校生活が送れるよう、さらに湯山っ子みんなで協力していきたいと思いま

す。 

   

 

 

 

 

 

【あいさつ運動】      【見守りの方々への挨拶】       【傘の置き方】 

 

 

 

 

 

６月 17、18日、５年生が大洲青少年交流の家で宿泊活動を行いました。班の友達と協力しながら野 

外炊飯をしたり、大自然の中でカヌー体験をしたりするなど、充実した２日間を過ごしました。 

              

           青少年交流の家の方から教えていただいた「出会い・挑戦・感動」 

の三つの目標を達成することができました。自分たちで行動する大変 

さを実感し、いろいろなことを学びました。これからの生活に生かし 

たいです。 

 

私がこの２日間で学んだことは「出会い」で 

す。班の友達と協力していろいろな話合いをす 

ることで、あまり話したことがなかった友達と 

も仲良くなれて互いの絆を深められました。 
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